
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
名
前
だ
け
聞
く
と
な
に

や
ら
難
し
そ
う
で
す
が
、
わ
か
り
や
す

く
言
う
と
「
介
護
や
福
祉
に
関
す
る
町

の
総
合
相
談
窓
口
」
と
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

た
と
え
高
齢
者
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
自
立
し
て
、
住
み
慣
れ
た
町
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
誰
も
が

思
う
願
い
で
す
。
そ
ん
な
願
い
が
か
な

え
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
方
が
住
み
な
れ

た
町
で
（
地
域
）、
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
介
護
、
福
祉
、
健

康
、医
療
な
ど
様
々
な
面
か
ら（
包
括
）、

高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支
え
て（
支
援
）

い
き
ま
す
。

　

市
川
三
郷
町
で
は
、
本
庁
舎
１
階
の

福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
が
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。　

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、

保
健
師
や
看
護
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
主
事
と
い
っ
た
専

門
職
が
お
り
、
様
々
な
か
た
ち
で
地
域

の
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
業
務
を
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
次
の
４
つ
の
柱
を
中
心

に
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
て
も
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
介
護
予
防
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

25
項
目
の
質
問
票
な
ど
で
、
介
護
や

支
援
が
必
要
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
方
を
対
象
に
教
室
な
ど
を

開
催
し
、
高
齢
者
が
現
在
の
状
態
を
維

持
で
き
、
介
護
予
防
を
積
極
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
～

２
と
認
定
さ
れ
た
方
一
人
ひ
と
り
の
状

態
に
合
わ
せ
て
作
成
さ
れ
た
「
介
護
予

防
支
援
計
画
書
」
に
基
づ
き
、
目
標
を

持
っ
て
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

包括支援センターって
なんだろう？
高齢になっても、介護を必要とせず、住み慣れた町に安心して暮らしたい…。
誰もが思う願いです。そんな想いを実現させるためのお手伝いをするのが
地域包括支援センターです

▲口の中の健康を保つための指導を行った口
腔ケアセミナー（お口の健康教室）

　

　

町
で
は
、
町
立
病
院
内
リ
ハ
ビ
リ

室
に
お
い
て
、
介
護
予
防
「
で
き
じ

ゃ
ん
教
室
」を
週
２
回
で
３
カ
月
間
、

継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
の
専

門
で
あ
る
理
学
療
法
士
の
指
導
の
も

と
、
軽
体
操
や
高
齢
者
向
け
の
機
械

を
使
用
し
た
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
身
体
機
能
の
維
持
と
向
上
を
図

る
こ
と
で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
る
こ
と
を
防
ぎ
、
で
き
る
限
り
自

立
し
て
豊
か
な
人
生
が
お
く
れ
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
の
運
動
教
室

で
き   

じ
ゃ
ん
教
室

平成 22 年度は 57 人が参
加した「できじゃん教室」。介護予防に大きな
成果をもたらしている
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包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

①
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い

よ
う
に
予
防
し
ま
す
（
介
護
予

防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）



　

振
り
込
め
詐
欺
、
悪
徳
商
法
、
高
齢

者
虐
待
…
。
高
齢
者
を
脅
か
す
事
件
は

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
金
銭
管
理
や
契
約

の
こ
と
な
ど
で
不
安
の
あ
る
方
、
認
知

症
な
ど
で
判
断
能
力
が
衰
え
た
場
合
に

備
え
て
の
「
成
年
後
見
制
度
」
な
ど
、

適
切
な
制
度
の
利
用
法
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

介
護
や
福
祉
、
医
療
な
ど
に
関
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
心
配
ご
と
や
悩

み
は
、
ま
ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
内
容
に
応
じ

て
適
切
な
機
関
な
ど
と
連
絡
を
取
り
、

皆
さ
ん
へ
の
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
し
て
問

題
の
解
決
に
務
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
心
身
の
状

態
、
生
活
環
境
の
変
化
な
ど
様
々
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
医
療
機
関
を

含
め
た
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地

域
で
働
い
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

日
常
業
務
を
し
や
す
い
よ
う
に
、
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
な
ど
と
の
連

絡
調
整
を
し
た
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

同
士
が
情
報
を
持
ち
合
え
る
よ
う
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
る
な
ど
し
て
、
高
齢
者

が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を
作
っ
て
い
ま

す
。

高齢者虐待を防げ！
『市川三郷町高齢者虐待防止
ネットワーク』を整備
　殴るけるなどの身体的虐待、怒鳴
る、無視するなどの心理的虐待、食
事を与えないなど介護の放棄、性的
虐待、年金などの財産を奪う経済的
虐待などがある高齢者虐待。厚生労
働省の調査では、被害者は８割近く
が女性で、加害者は息子が最も多い
とのこと。
　複雑な問題を抱えていることが多
い高齢者虐待では、一つの機関や職
員だけでは対応が困難です。そのた
め、関係者相互の連携や協力が不可
欠であり、関係者のネットワークを
作る事がとても重要となります。
　そこで町では、医師会、弁護士会、
警察署、消防署、民生委員、老人ク
ラブなど 15人で構成さた市川三郷町
高齢者虐待防止ネットワークを整備
し、高齢者虐待の予防と、早期発見、
早期対応、再発防止を図ります。

電
話

来
所

訪
問
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▲平成 21 年度相談・訪問等月別件数

▪年間総数 1599 件

　

長
田
包
子
さ
ん
（
上
野
）
は
、
今

年
１
月
か
ら
週
２
回
の
３
カ
月
間
、

で
き
じ
ゃ
ん
教
室
に
参
加
し
ま
し

た
。
教
室
で
行
っ
た
運
動
は
、
ま
っ

た
く
辛
く
は
な
く
、
他
地
域
の
方
と

も
交
流
が
で
き
て
、
楽
し
く
続
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
３
カ
月
間
の
成
果

は
顕
著
で
家
事
を
し
て
も
体
が
疲
れ

る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
自
分

の
体
や
健
康
へ
の
関
心
が
増
し
て
き

た
と
の
こ
と
。デ
ー
タ
的
に
も
筋
力
、

柔
軟
性
、
ス
ピ
ー
ド
、
体
力
、
す
べ

て
の
項
目
で
向
上
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
89
歳
に
な
っ
た
今
で
も
、
毎
日

元
気
に
家
事
や
農
業
、
教
室
で
覚
え

た
運
動
も
続
け
て
い
ま
す
。

で
き     

じ
ゃ
ん
教
室
に

参
加
し
て
…

長
田
包か
ね
こ子
さ
ん
（
上
野
）
89
歳

89 歳と
は思え

ない元
気な姿

で家事

もこな
す長田

包子さ
ん

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
、
各
種
教
室
へ
の
申
し
込
み
は
福
祉
支
援
課
包
括
支
援
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
６
ま
で
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②
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま

す
（
権
利
擁
護
）

③
「
困
っ
た
な
」
を
一
緒
に
解

決
し
ま
す
（
総
合
相
談
）

④
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
い

地
域
を
つ
く
り
ま
す
（
包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
）
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町
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
の
運
営
協
議

会
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

【
役
割
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

公
正
・
中
立
性
を
確
保
し
、
円
滑
で
適

正
な
運
営
を
は
か
る

【
任
期
】
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
26

年
３
月
ま
で

【
会
議
】
年
２
回
程
度
（
会
議
は
平
日

午
後
に
開
催
予
定
）

【
募
集
期
限
】
５
月
20
日
㈮
ま
で

【
募
集
人
員
】
２
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
て
決
定
）

【
応
募
資
格
】
町
内
在
住
の
方

【
応
募
方
法
】
電
話
に
て
お
申
し
込
み

下
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
福

祉
支
援
課
包
括
支
援
係
℡
０
５
５

（
２
７
２
）
１
１
０
６

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

　

平
成
12
年
度
に
開
始
し
た
介
護
保
険

制
度
は
、
高
齢
者
や
家
族
支
援
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
近
年
の
急
速
な
高
齢
化

に
伴
い
、
皆
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

町
づ
く
り
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
た

め
に
、
３
年
に
一
度
の
見
直
し
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
役
割
】
要
介
護
者
等
の
人
数
や
、
対

象
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
意
向
、

そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
、
新
た
な
事

業
計
画
の
策
定
に
関
し
審
議
す
る

【
任
期
】
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
ま
で
（
第
１
回
策
定
委
員
会
お

よ
び
委
嘱
式
は
今
年
７
月
頃
開
催
予

定
）

【
会
議
】
年
２
～
３
回
程
度
（
会
議
は

平
日
午
後
に
開
催
予
定
）

【
募
集
期
限
】
５
月
20
日
㈮
ま
で

【
募
集
人
員
】
２
名
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
て
決
定
）

【
応
募
資
格
】
町
内
在
住
の
介
護
保
険

被
保
険
者
（
40
歳
以
上
）
の
方

【
応
募
方
法
】
電
話
に
て
お
申
し
込
み

下
さ
い

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
福
祉

支
援
課
介
護
係
℡
０
５
５
（
２
７
２
）

１
１
０
６

介
護
保
険
事
業
計
画
・
高
齢
者
福
祉
計
画
策
定
委
員
の
募
集

市川大門町民体育館

入場無料

親子で遊
ぼう！

ぴかりん
コンサー

ト

「トトロ」による
おはなしの会

※手作りおや
つの紹介・試

食コーナー

※作って遊ぼ
う「つみきコ

ーナー」

※子育て支援
ネットワーク各

組織紹介

※ＭＭＣ「い
かのおすし」

ダンス

※愛育コーナ
ー

　「記念手形
」「お楽しみ

展示」

問いきいき健康課子育て支援係
　☎0556-32-2114

５/29 日

楽
し
い
ぞ
ぅ
！

AM9:00 受付開始
AM9:30 開会式
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ひとりで悩まないで！
ＤＶ及び自殺予防相談窓口を
設置しました（こころの相談ダイヤル）

　近年深刻な問題となっている配偶者からの
暴力、いわゆるＤＶ被害者からの相談と、全
国では年間自殺者数が３万人にも上る大きな
社会問題である自殺を予防するために、町で
は専門の相談員を配置しました。

　１人では抱えきれない悩みや苦しみを、誰
かに相談してみることで解決するかもしれま
せん。ささいなことでも構いません。相談員
にあなたのこころの苦しみをお話し下さい。

※相談内容は秘密厳守されますのでご安心下さい。

市川三郷こころの相談ダイヤル☎ 0556-32-1300
【時間】平日 AM9:00 ～ PM4:00　　【場所】六郷庁舎内いきいき健康課

　自殺者数が年々増加しており、深刻な社会問題となっています。
　自殺は本人だけでなく、家族や周りの人々に大きな悲しみをもたらし、社会全体にも大き
な影響を与えます。
　そこで、自殺やうつ病の問題について理解を広げ、自殺を予防し減らしていくことができ
るよう次のとおり自殺防止につながる標語（メッセージ）を募集します。

【内容】「自殺防止」「うつ病予防」に関する
標語（概ね 20 字程度。）

【応募資格】町内在住の方、もしくは町内に
通学されている方

【締切り】５月 31 日㈫ 郵送時当日消印有効
【応募上の注意】

▷未発表の作品に限る▷ひとり１点まで▷
作品の使用、著作権は市川三郷町に帰属す
る▷応募作品の返却には応じない

【選考】町健康づくり推進協議会において選
考・最優秀賞１点、優秀賞２点、入賞５点
を決定。賞状、記念品を贈呈

【発表】入選者に対して直接通知のうえ、町
ホームページで公表（７月頃予定）

【応募方法】５月に全戸配布する募集ちらし
の応募用紙にて、直接提出または郵送、フ
ァックスで申し込む。メールでも可（ただ

し郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢
［学生の場合は学校名、学年］、標語を必ず
記入すること）

【提出先】町福祉支援課、三珠支所住民サ
ービス係、六郷庁舎いきいき健康課、大同
出張所
〒 409-3244 市川三郷町岩間 495 市川三郷
町役場いきいき健康課
FAX0556-32-2887
メール ikiiki@town.ichikawamisato.lg.jp
※入選 者は 11/6 開催 の『い
ちかわみさと健康と福祉のつど
い』で表彰します。
※入選作品は自殺防止に関する
啓発材料として活用させていただきます。

【問い合わせ】町いきいき健康課健康増進
係☎ 0556-32-2114

自殺防止につながる標語を募集



町
の
自
主
財
源
は
３
割
弱

　

町
の
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
前

年
度
よ
り
６
・
５
％
増
の
83
億
９
，

８
０
４
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
は
「
自
主
財
源
」
と
国
や
県
な

ど
に
頼
っ
た
「
依
存
財
源
」
と
に
分
け

ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
自
主
財
源
が
多
い

ほ
ど
、
行
政
活
動
の
自
主
性
や
安
定
性

が
確
保
で
き
ま
す
。

　

町
の
歳
入
に
お
い
て
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
、
左
下
の
グ
ラ
フ
か

ら
も
分
か
る
と
お
り
地
方
交
付
税
と
町

税
で
す
。

　

地
方
交
付
税
と
は
、
自
治
体
の
規
模

に
よ
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
開
か

な
い
よ
う
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い
る

一
般
財
源
で
す
。
地
方
交
付
税
の
含
ま

れ
る
「
依
存
財
源
」
と
は
、
国
や
県
の

意
思
決
定
に
基
づ
い
て
収
入
さ
れ
る
財

源
で
す
。

　

町
で
自
ら
確
保
で
き
る「
自
主
財
源
」

の
な
か
で
、
も
っ
と
も
大
き
な
割
合

を
占
め
る
の
は
町
の
税
金
で
あ
り
、

内
訳
は
左
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

町
民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約

10
万
２
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

借
金
に
あ
た
る
町
債
は
、
三
珠
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
事
業
、
耐
震

性
貯
水
槽
整
備
、
町
道
新
設
改
良
事
業

改
良
事
業
な
ど
に
当
て
る
た
め
臨
時
財

政
対
策
債
６
億
７
２
０
万
円
を
含
む

12
億
９
，
３
０
０
万
円
（
前
年
比
16
・

71
％
増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

と
同
様
、
財
源
不
足
が
生
じ
た
た
め

町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
か
ら
１
億
１
，

１
０
０
万
１
千
円
を
取
り
崩
し
て
補
っ

て
い
ま
す
。

町税
17億7,160万3千円
（22%）

使用料及び手数料
1億933万1千円（1%）

分担金・負担金
1億8,602万5千円
（2%）

財産収入（0%）
241万8千円

繰入金（1%）
1億1100万2千円

諸収入（0%）
4,107万5千円
繰越金（1%）
1億672万7千円

寄付金（0%）
50万2千円

地方譲与税（1%）
6,909万6千円

地方消費税交付金
1億1,848万2千円（1%）

地方交付税
33億6,012万7千円
（41%）

国庫支出金
6億9,743万6千円
（8%）

県支出金
4億8,253万5千円
（6%）

町債
12億9,300万円
（15%）

町債
12億9,300万円
（15%）

その他4,868万4千円（1%）
　利子割交付金268万1千円   配当割交付金213万7千円
　株式譲渡所得交付金85万9千円
　自動車取得税1,354万8千円   特例交付金2,745万9千円
　交通安全対策特別交付金200万

自主
  財源

依存
    財源

まちづくりの設計書

平成 23 年度
まちのよさんは

平成23年度の当初予算が
平成23年市川三郷町議会第１回定例会で可決されました。

一般会計は昨年度に比べ５億1,567万 4,000円増の83億 9,804万３千円です

83億9,804万3千円

固定資産税
8億1,906万4千円
（46%）個人町民税

6億5,814万7千円
（37%）

町たばこ税（5%）
8,413万5千円

法人町民税（4%）
7,621万8千円

都市計画税（3%）
4,832万4千円

入湯税（3%）
4,446万円

軽自動車税（2%）
4,125万5千円

17億7,160万3千円
■税額総額

　

一
般
会
計 

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼ 

歳
入

■町税の内訳

■一般会計歳入の内訳

歳入　83億9,804万3千円
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緊
急
経
済
対
策
と
子
育
て

支
援
対
策
の
充
実

　

今
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
引
き
上

げ
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
子
育
て
医

療
費
助
成
事
業
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
な
ど
、
緊
急
経
済
対
策
と
子
育
て
支

援
対
策
が
さ
ら
に
充
実
さ
れ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
継
続
事
業
で

あ
る
町
道
矢
作
上
野
線
新
設
改
良
事

業
、
市
川
中
央
部
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
耐
震
補
強
事

業
、
消
防
第
７
分
団
１
部
詰
所
建
設
な

ど
の
主
要
事
業
の
増
額
で
、
７
億
７
，

９
５
０
万
２
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。目

的
別
・
性
質
別
の
歳
出

　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
上
が
目
的
別
、
下

が
性
質
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
と
も

に
一
般
会
計
予
算
の
歳
出
を
表
し
た
も

の
で
す
。

　

目
的
別
歳
出
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
や
行
政
上
の
特
色
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
性
質
別
歳
出

で
は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど

の
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
経
費

や
、
道
路
や
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
と

い
っ
た
投
資
的
な
経
費
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

家
計
で
い
え
ば
人
件
費
は
食
費
に
、

物
件
費
は
光
熱
水
費
に
、
扶
助
費
は
医

療
費
、
補
助
費
と
繰
出
金
は
子
ど
も
へ

の
仕
送
り
、
公
債
費
は
借
金
の
返
済
と

置
き
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
で
、
全
体
の
90
％
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
時
的
に
使
え
る

お
金
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
新
規
事
業

■
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

　

町
民
の
所
有
す
る
住
宅
を
、
町
内
建

築
事
業
者
が
改
修
し
た
際
の
費
用
の
一

部
を
助
成

■
景
観
計
画
策
定
事
業

　

個
性
を
生
か
し
た
多
様
な
景
観
形
成

を
目
標
と
す
る
計
画
の
策
定

■
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

認
知
症
の
方
を
事
前
に
登
録
し
て
お

き
、
万
一
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
時
で

も
す
ば
や
く
発
見
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入

議会費9,960万円（1%）

総務費
11億132万円
（13%）

民生費
23億486万円
（28%）

衛生費
9億4,126万7千円
（11%）

衛生費
9億4,126万7千円
（11%）

農林水産業費
2億5,688万6千円
（3%）

商工費
1億4,841万4千円
（2%）

　　土木費
11億8,363万2千円
　　（14%）

消防費（2%）
1億8,129万6千円

教育費（9%）
7億5,824万4千円
教育費（9%）
7億5,824万4千円

災害復旧費3千円

　　公債費
14億1,829万2千円
　　（17%）

諸支出金222万9千円
予備費200万円

　　人件費
13億1,044万2千円
　  （16%）

　　物件費
12億8,848万円
　　（15%）

　扶助費
10億3,334万4千円
（12%）

　補助費等
13億2,007万円
　（16%）

　　公債費
14億1,829万2千円
　　（17%）

繰出金
11億7,898万3千円
（14%）

普通建設事業費
7億7,950万2千円
（9%）

その他 6,893万円（1%）

一
般
会
計
歳
出
目
的
別

一
般
会
計
歳
出
性
質
別

平成 23 年度版「知ってほしいまちの予算」
　広報紙だけでは伝えきれない今年度の予算や、各
種事業についてわかりやすく説明した「知ってほし
いまちの予算」を発行しました。今号と同時（5/1 付）
に各戸に回覧し、町内公共施設に設置しま
す。また町ＨＰからも PDF でご覧
いただけます。
　入手ご希望の方は総務課広聴広報
係☎ 055-272-1101 までご連絡下さ
い。なお数に限りがありますので、部
数がなくなり次第配布を終了します。

　

一
般
会
計 

▼
▼
▼
▼
▼
▼
▼ 

歳
出

歳出 83 億9,804万3千円


